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学 位 論 文 題 名

札幌における公園緑地計画の思想に関する歴史的研究

学位論文内容の要旨

  1919年都市計画法が公布され、公園は街路、河川、運河、下水道などとともに都市計画法における都市施設の1っと

して位置づけられた。そして都市計画法に基き都市計画決定され、さらに事業決定によって公園を計画的に整備してい

く制度手法が誕生しf-oその後1940年の法改正で都市計画施設に緑地が加わった。都市計画法は1920年1月に東京、

刔坂など6大都市に適用され、次いで1923年5月、;隠堺、新潟、浜松、仙台、広島、福岡など全国25都市に適用

されたこの31都市が日本で都市計画法が早い時期から適用された主要都市である。その後、全国における都市計画

法適用の都市数は1932年に104都市に増加した。

  当時、都市計画法が適用された都市の―般的な状況は、まず測量と地形図伯あ劼垳われ、都市計画区域の範囲を定め、

街路と用途地喊の都市計画決定が行われた。公園は街路、用途±也域と並ぶ3本柱であったが、公園が実際に決定された

都市は街路、用途地喊と比べると相対的に少なかった。こうした事態に対して、内務省は、1924年の都市計画主任官会

議で各都市計画地方委員会に対し、統ー的な公園計画の確立を指示している。またその一方で、公園緑地系統（パーク

システム）や田園都市、地方計画（リージョナル・プランニング）、緑地帯（グリーンベルト）といった欧米の都市計

画思想に対する調査研究も進められt1939年、内務省は東京緑地計画を策定するが、その解説書にはポストン、シカ

ゴ、ロンドン、ベノレリンとなどの公園緑地系統、緑地帯のpi画図が収録されており、後の公園緑地の基本思想となった。

  1940--1945年に日本の主要部市で公園緑地が決定され、事業が進展する。しかし牝嫗粥地0に薊貫、大阪、名古屋、

横浜、川崎に関する記述は存在するが、札幌に関する記述は皆無であり、佐藤昌の『日本公園緑地発達史0にも言及が

なしヽ。鰰幌市史』、鱒沐岷市史』、『さっぼろ文庫64公園と縁岨』では都市計画公園についての概要のみが記載され

ている。

  本研究は、1942年、43年に決定された札幌における最初の都市計画公園の全体像、内容、特徴を明らかにすること

を目的とする。研究の方法としては、都市計画決定の事務を担当していた都市計画北海道地方委員会、公園事業の主体

である杣幌市の公文書を調査、収集、解読し、合わせて都市研究会、公園緑地協会、札院市の刊行物を調査、参照した。

都市計画北海道地方委 員会、杣幌市の公文書を使用した都市計画公園に関する研究は本研究が最初である。

1942、43年 に決 定さ れた 札幌 の 都市 計画 公園 につ い てそ の特 徴と 意義をまとめる と次のようになる。

  まず、杣幌では用途地域、街路、風致地区に続いて公園の決定を行った。この都市計画公園は既存の公園と将来の公

園配置を勘案して、新市街地を環状に取り囲むよう、ほぼ均等に配置された。っまり杣幌の都市計画公園は個々に決定

されたものではなく、全市的な公園配置計画に基いている。なお全市的な都市計画公園の決定は既に東京、名古屋、大

阪などで事例があり、札幌が最初ではない。

  次に、亭峨の都禰十配澗t螂祷幗街路、颱馳区と密接な関係をもち、一連の都祷個として決定されている。

この三者を結ぶものはパークシステム、グリーンベルトの計画思想である。札幌では街路と公園という最も基本約な都

市施設が有機的にき十画され、この両者を風致地区が繋いでいる。札幌の都市Yb-I) lIの多くは都市計恒離諮（広路）と風致

地区に決定されており、公園と河川も一体化した都市計画となっていた。杣幌の都市計画公園には公園、街路、河川を
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融合して緑地空間を形成しようとする都市計画思想が見られる。

  こうした木u晃の都市謝画には、当時の内務省の都市計画思想が反映されている。1930年代、内務省では飯沼一省、北

キヰ徳太郎が欧米の地方計画、緑地計画を調査研究し、『都市な≧論0艶蛔聯i地0誌では多数の論l弋翻獻が発表されてい

る。また東京緑地計恒ドb、1940年の都市計画法改正を受けて1940--1943年、東京、大ゴ坂丶名古屋、横浜、川崎などで大

規模な 綿地 が都市 計画決 定され た。 札幌の 都市計 画公園 も当時 内務 省が推進した緑地計画の成：果のーっである。

  しかし、同じ内務省の緑地計画の思想に基づき決定された丘涸緑地でありながら、聿い児では比轍的面積が小さな公圃、

他の大都市では面積の大きな綿地が決定されている。このような相違景は都市の規模、公園綿地に要請される施設内容

が背景となっており、全国の中規模都市の中で札幌はグリーンベルト思想を忠実に実践した先進事例である。札幌で先

進的な都市計画を具体化できた背景には、既成~--葡也がインフラ整備済みであり、新たな計画課題に取り組む事を可能

と す る 条 件 を 有 し て い た 、 い い か え れ ば 、 都 市 計 画 の 実 験 場 と し て の 条 件 が 備 わ っ て い たた め で あ る 。

  また、聿l幌の都市計画公園の施設は主に戸外レクレーションを想定しており、軍事施設や防空施設は予定していない。

1943年東京、j弼rぐは防空法に基づく空地帯が指定されヵヒが、聿い児では指定されていなしヽ。利幌の都市謝面公園は平時

の 市民 利 用 を 主 目的 と し て お り 、こ の 事 は 都 市計 画 決 定 や 事業 の 説 明 書 、設 計 予 想 図 か らも 明らか であ る。

  1942、43年決定部市言十画公園の事藻化に関しては、事業決定後、数年間で積簡拘な公園用地の取得が計画されるが、

公園の用地買収に関しては進行状況に差が現れる。既に工業地帯として発展してきた琴似や果樹圃として使われていた

豊平では困難を極め、戦後、土地図画整理の対象となり、その替費地として公園用地を取得することになった。っまり、

公園と市街地の造成がセットになって実晦されることとなった。

  一方、白石公園の用地買収は予定通り進捗するが、戦後荒廃した白石公園は自作農倉｜mの対象として国に買収され、

やがて宅地f匕が進んだュ結果として運動機能を他の公園に委譲するという形で、白石公園は当初の計画の7％という大

幅 な 縮 小 を 決 定 さ れ た 。 自 石 公 園 の 周 辺 で は 、 現 在 も 大 規 模 な 地 区 公 園 な ど が 整 備 さ れ て い な い 。

  また、河川を取り込み、緑樹帯の機能を備えた広蕗、風致地区と一体となって豊かなオープンスペースの提供が目指

されていた伏籠公園の用地は、戦前にほぼ予定通り買収を終えることができた。しかし、施設整備には至らないまま戦

後自作農倉囁捌り渕象となった伏雑公園は、再び民白地となり、事業化が難しくなった。1971年に都市計画変更された

伏占公園は、環形遡と公園敷地が切り離されたが、綿道が計画された伏占・拓ゴb嵒と公墹敷地は―体となっており、戦

前の広路と公園を一体として整備する思想が踏襲されていることがわかる。

  現在、利頗滸癶Nま公園の整備目標を具体的に定める一方-倔ぼ吐也区の見直1弋環状グリーンベルトを策定している。

戦前の公同緑地§十画がこうした計画の礎となっており、今後の実現に向けて本砌院が大きく寄与することを希望する。
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学位論文審査の要旨

学 位 論 文 題 名

札幌における公園緑地計画の思想に関する歴史的研究

  1919年都市計画法が公布され～公園は街路、河川、運河・丶下水道などとともに都市計画法における都市施設の1っと

して位置づけられた。そして都市計画法に基き者酊お計画決定され、さらに事業決定によって公園を言打面的に整備してしヽ

く~i崚手法カ粃した。その後1940年の注謬〔正で都市計恒施設に緑地が加わった。都if缶弼封ま1920年1月に東京、

大阪など6大都市に適用され、次いで1923年5月、杣幌丶堺、新潟、浜瞼、仙台、広島、福岡など全国25都市に適用

され也この31都市が日本で者附矧恒陞劫ミ早い時期から適用された主要都市である。その後、全国における都市計画

法適用の都市数は1932年に104都市に増加した

  当時、都市計画法カ湖された都市の一舟蹴な状況は、まず測量と地形図f餓が行オ〕れ、都市計画区域の範囲を定め、

街路と用途地嚇り都市計画決定う垳われた公園は街路、用途脚或と並ぶ3本住であったが、公園が実際に決定された

者鯏〒は街路、用途地域と比ぺると相対齣に少なかった。こうした事態に対して、内務省は、1924年の萄滞看惟弭ミ任官会

議で各都市計画地方委員会に対し、統一的な公園計画の確立を指示している。またその一方で、公園緑地系統（ノくーク

システム）や田園都市、地方計画（リージョナル・プランニンクつ、綿地帯（グリーンベ′レト）といった欧米の都市計

画思想に対する調査研究も進められ也1939年、内務省は東京緑地計画を策定するが、その角覊瞎にはポストン、シカ

ゴ丶ロンドン、べ′レリンとなどの公園緲螺総緲蟐の計画図カ淑録されており、後の公園緑地の基本髀となった

  1940～1945年に日本の主要都市で公園緑地が決定され、事業が進展する。しかし叱雌爵尋地8に東京、大阪、名古屋、

横浜、川崎にf剿ーる記述は存罐ナるが、札幌にI謝→る記述は皆無であり、佐藤昌の『日本公園緑地発達史』にも言及が

なしヽ。僻1幌市史』、啼沐1幌市史』、『さっぽろ文牽64公園と緑地』では都市計画隧溷についての栂腰のみ、カミ記載され

ている。

  本研究よ1942、43年に決定された札幌における最めの欝市計画公園の全庫像丶内容、糊敷を明らかにすることを目

的とする。研究の方法としては、都市計画決定の事務を担当していた都市計画北海道地方委員会、公園事業の主本であ

るホ1幌市の公文書を円念に発掘、収集し、都市計面夬定の起案文書なども体系的にifぬヽ解読した。また、合わせて都

市研究会、公園緑地協会、杣院市の刊行物を調査、参照した。都市計画コば謎眦坊委員会、札幌市の公文書を吏用した

昭手ロ初期の杣齔り都市計画にf射る研究は、札幌市白身も市史編纂等で取り扱っておらず、本研究が最初である。

  1942、 43年に決 定され た札幌 の都市計 画公園 につい てその 慚数と 意義を まとめると次のようになる；

  まず、ホ囀むでは用途ユ也曚街路、風致地区に続いて公園の決定を行ったこの都市計画公園は既存の公園と将来の公

園酉a置を観麋して、新市街地を環状に取り囲むよう、ほぼ均等に酉己置され，た。っまルホU幌の者鬪露恟爵公園5剖固々に決定

されたものではなく、全市的な公園配置計・画に基いている。なお全市的な都市計画公園の決定は既に東京、名古屋、大

阪などで事例があり、杣勵ミ最めではなしヽ。
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  次に、;FU幌の都市p十画公園は都市計缶燃、風致地区と密接な関係をもち、―連の都市計画として決：定されている。

この三者を結ぶものはパークシステム、グリーンバシレトの計画思想である。杣幌では街路と公園という最も基本的な都

市施設が有#l縒阿こ計画され、この両者を風謬d也区が繋、ヽでいる。ネ｜幌）都市河川の多くは都市iね野圭酪（広路）と風致

地区に決 定されており、公園と河川も一体化した都市計画となっていた。聿1幌の都市計画公園には公園、街路、河川を

融合して緑地鋼を形成しようとする都市計画巴想が見られる。゛

  こうした亭U幌の部市計画には、当時の内務省の春市〓竹甌思想が反映されている。1930年代、内務省で旧飯沼―省、北

#、j徳太郎が欧米の地方言・f画、綿捌三言・旧iを調査研究し、『都市公論0叱涸緑地』i；占ぐは多数のき舗免や翻諦劫海綾されてい

る。また東京緑地計値pや1940年の都市言れ面法み〔正を受けて1940～1943年、東京、大阪丶名古信廴横浜、川崎などで大

規模な緑 地が蕎市計画決定されーた。札幌の都市計画は周も当時内務省Iカ斗隹進した綿捌君←画の成果の冖つである。

  しかし、同じ内務省の緑地計画のー思想に基づき決定された公區幣融也でありながら、ホU幌では比較的面積カ洲ヽさな慰涸、

他の大都 市では面積の大きな 緑地が決定されて いる。このような 相違軸螂市の規模、公園緑地に要請される施設内容

が背景と なっており、全国の 中規模部市の中で札幌はグリーンベルト思想を忠実に実践した先進事例である。札幌で先

進的な者 嗣細を具体化できた 背景には、既成市 街地がインフラ整 備済みであり、新たな計画課題に取り細む事を可能

と す る 条 件 を 有 し て い た 、 い い か え れ ‘ £ 觀 滸 看 勵 実 験 湯 と し て の 条 件 が 備 わ っ て い た た め で あ る 。

  また、キU幌の都市計画公園の施設は主に戸外レクレーションを想定しており、軍事施設や防空施設は予定していなしヽ。

1943年東京、大働甜は防空法に基づく空地帯が指定され，たが、ホ蠍は才旨定されていなしヽ。亭u幌の者鬪鋸十画陰溷は平時

の 市目 欝｜ 惆 を主 目的 と して おり 、 こづ 事は 都 市計画献 鑑式）＃の説明書 、設計予想図から も明らカゞである。

  1942、 43年決定部市計画公 園の事業化に関しては、事業決定後、数年間で積簡的な公園用地の取得が計画されるが、

公園の用 地買収に関しては進 行状況に差が現れる。既に工業地帯として発展してきた琴以や果樹園として使われていた

豊平では困難を極め、戦後、土地区画整哩の対象となり、その替費地として公園用地を取得することになった。っまり、

公園と市街地の造成がセットになって実施されることとなった。

  一方、白石公園の用地買収は予定通り進捗するが、‘戦後荒廃した白石公園は自作農塘l亅設地の対象として国に買収され、

やがて轡 断匕カ避ん尨結果と して運鋤黼ヒヒを 他の公園に委譲するという形で、白石公園は当初の計画の7％という大

幅樹稿小を決定され也白石公園の周辺では現在も大規漢な地区公園などが整備されていなぃっ

  また、 河川を取り込み、緑 樹帯の饑能を購えた広路、風致地区と一体となって豊かなオープンスベースの提供が目指

されてい た伏籠公園の用地は 、戦前にほぼ予定通り買収を終えることができた。しかし、施設整備には至らなぃまま戦

後自作黼 囁殳地の対象となっ た伏籠公園は、再び民泊地となり、事業化カ灘しくなった。1971年に都市計画変更された

伏古公園 は、環t髄 と公園敷H助湖り離されたが 、緑道が計画され た伏古・拓北通と公園敷地はー体となっており、戦

前の広路と公園を一体として整備する思蕊め雌されていることがわかる。

  2004年、畳嚮捺荘ヨ去が制定されたことからも明らカゝなように、現在、者ド市の緑に対する珂藻の重要陞カミ―層高まって

いる。本 論文は、東京、名古屋など既往研究のある我が国の大都市と札幌を比較して、そのfロ遠魚と共通陸も解明して

おり、我 が国の都市計画発展史の全沐を俯瞰した中で、杣幌におけるB餅ロ初期の公園緑地計画の先進陸を実証的に明ら

かにして いる。また、同時に 、ホ幌における戦後の計画見直しという挫折の実態椡是、さらには、欒伏グリーンベルト

構想の策定、新緑条例の制定など現在のネu幌における公園緑地計画へのネ齟獸発展にっいてまで明らかにした。萄清清t画、

とりわけ、都市の緑は計恒t鬯想のネ瞰と長年の取りくみの蓄積によるものであり、オ：論文で明らカqこした研究成果は我

が 国の 萄叶 看 魎・ 公園 緑 地の 発展 に 関す る研 究 の中で重 要な未開拓のテー マを実証的に解明 したものとぃえる。

  これを要するに、著者は、ホ乢晃における公園緑地D抑亘‘Iの実証釣な研究を通して、大都市における緑とオープンスペー

スを重視した都 市計画臣想の重要 陸を明らかにしており、都市計画学および建築部市学に貢献ナるところ大なるものが

あ る 。 よ っ て 、 著 者 は 珊 梅 道 大 学 博 士 （ 工 鞘 の 学 位 を 授 与 さ れ る 資 格 あ る も の と 認 め る 。
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